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印刷会社 SANYO － CYP 社での胆管が

ん多発に端を発した職業性胆管がん事件に

ついて、本誌 2018 年 10 月号で報告され

た以降の動きをまとめた。

オプジーボ治験はじまる
～胆管がん労災認定者が対象～

ノーベル賞で話題となった免疫チェック

ポイント阻害薬ニボルマブ（商品名オプ

ジーボ）の職業性胆管がん労災認定者に対

する医師主導治験が、大阪市大病院と国立

がん研究センター東病院で始まった。

胆管がんに対しては、手術や抗がん剤治

療が行われる。胆管がんは予後がよくない

ことが一般的で、再発したりや抗がん剤が

効かなくなるということが少なくない。

胆管がんが多発した SANYO － CYP を

はじめとして、仕事で 1,2- ジクロロプロ

パンやジクロロメタンにばく露して発症し

た胆管がん患者で、そうした治療に行き詰

まったケースでオプジーボが奏功したケー

スがあったことなどから、医師主導治験が

実施されることになった。

これによって、治療に難渋する胆管がん

労災認定者に対してオプジーボ投与という

新たな選択肢ができた。朗報だ。

「治験」なので、オプジーボは無償提供

され、ほかの医療費には労災保険が適用さ

れる。

職業性胆管がんの今


